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Web上で行うことができる。そこで，まず，2019 年 10 月 6 日（日）から開講の「高校生のための












テーターの玉有朋子氏が講師を務め，2019 年 10 月 27 日（日）10：00 ～ 17：00（休憩 1時間 30 分）
に行われた。参加者は 33 名で，講座後回収した 30 名分のアンケートによると，年代は 30 代 8 名，
40 代 6 名，50 代 8 名，60 代 2 名，10 歳未満，10 代，20 代が各 1名，無回答 3名であった。また，
申し込みはリカレント教育システム以外でも受け付けたが，全参加者中，本システムから申し込ん
















































に対する回答は，そう思う 16 名，ややそう思う 2名，どちらともいえない 3名，あまりそう思わ
ない 0名，そう思わない 0名，無回答 9名であった。
　前述のように，リカレント教育システムから申し込んだ参加者は 22 名であったので，本システ
ムを利用した申込者の大半が難しさを感じなかったことがアンケート結果からわかる。参加者の多
くは，30 代～ 50 代の社会人であったことから，高校生だけでなく，幅広い年齢層でも問題なく申
し込みができたことが確認できたといえるだろう。ただし，システムを利用しなかった 11 名に対し，
利用しなかった理由の調査は行えていない。今後は，その層に対しての調査も行い，もし障壁があ
るのなら，それを取り除く努力が必要であろう。
図5　テンプレート例（筆者書き写し） 図6　応援メッセージを貼り合う様子
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５．おわりに
　これまで筆者は，グラフィック・ファシリテーションは対話の場面において効果が発揮されるも
のだと思っていた。しかし，今回の講座では，自分の脳内整理や未来を描くツールとしての活用に
も言及されており，情報を可視化することの幅広い効果について考える機会となった。また，対話
の場面においても，絵心以前に，話し相手としっかり向き合うことや，話の内容を正確に受け止め
て理解することが大切であると知ることができた。
　一方，リカレント教育システムの申込フォームは，本講座の参加者アンケートで，大きな問題が
ないことは確認できたが，申込フォームは整備を進めているリカレント教育システムの一機能にす
ぎない。今後，学びの情報を求めている多くの人々に情報を届けられるように，他の機能も整備・
充実させていく必要があることはいうまでもない。それに際しては，今回の講座で学んだように，
技術だけに頼ることなく，実際に利用者と向き合い，利用者に寄り添ったシステム作りを進めてい
くことが大切ではないかと考える。
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